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領 域 概 要 

 
 持続可能な社会の構築に向けて、サステナブルな生活空間の実現が世界的

に希求されている。その実現のためには、省エネ・省資源の構造システムの

開発が必須の課題である。近年の植物科学研究の発展によって、植物は、重

力や栄養などの多様な環境因子に応答した「独自の構造ユニットである細胞

壁の動的制御」や「細胞・組織・器官の可塑的な形態形成」を通して、自律

的に力学的最適解を得る機能を備えた優れた構造システムであることが実

証されつつある。本領域では、植物科学の理工学との融合を通して、構造力

学的視点から、植物の最適化戦略を多角的に読み解き、それをモデル化する

ことで、未だ実現されていない、真にサステナブルな構造システムの基盤を

創成する。 
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 本研究領域は、植物は重力を感じながら細胞レベルで構造を最適化してい

るという仮説の下、植物が持つ動的な力学的最適化機構を解明し、それを建

築におけるサステナブル構造システムのモデル構築に展開しようとする、新

たな発想に基づく新規性・独創性の高い提案である。先行する新学術領域研

究「植物細胞壁の情報処理システム」（平成 24～28 年度）の成果を基に、こ

れを植物科学と建築とのつながりという新たな視点により更に発展させよ

うとしており、植物における細胞壁形成や力学的最適化の仕組みが解明され

るだけでなく、そこから省エネルギー・省資源に資する建築構造システムの

開発につながることが期待される。 
 領域組織の運営に関しては、国際的な研究ネットワークを駆使しつつ、こ

れまでの経験をいかしたマネジメント体制が企画されており、さらにはサイ

エンスコミュニケーターを配置して一般社会へのアウトリーチ活動にも力

を入れる体制である点は高く評価される。 
一方で、植物科学と建築構造学という分野の異なる研究者間での実質的か

つ密な連携を、いかに取るかについて、ストラテジーを明確にすることが望

まれる。 
 
 


